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Summary The research project on “Latin America in Asia-Pacific Age” tries to analyze new

aspects of social, political, economic and cultural phenomena which have been

emerging beyond the conventional understanding of regional sphere. Through the

International Symposium on “Latin American New Regional Dynamics” we

discussed the issues such as Asian Pacific economic integration and domestic

security, with special focus on Mexico and Andean countries.

１．研究の目的及び背景

本研究はイベロアメリカ研究所の共同研究「アジア・太平洋時代のラテンアメリカ」の

一部である。2012 年度まで継続した「グローバル化時代のラテンアメリカ地域研究と教育」

（1～3）の後継として 2013 年度に発足した新規共同研究事業である。文字通り、ラテンア

メリカ地域はこれまでの米州関係を中心とした国際関係の枠組みを超え、アジア・太平洋

地域圏における新しい経済、政治関係を構築しつつある。また、日本におけるラテンアメ

リカ研究がその柱としていた、日系移民社会に関する研究も、ニッケイ（または Nikkei）

の移動形態の多様化により、日本‐ラテンアメリカ地域関係を超えたアプローチが求めら

れるようになった。本研究は従来の地理的概念によって規定され得ない新しい地域動態の

分析を通じて、ラテンアメリカの新しい地域概念の構築を目的とするものである。

グローバル化が進展してからの 20 年、特に 1990 年代から 21 世紀初頭にかけてラテンア

メリカを取り巻く国際関係は、米国覇権主義が突出した米州関係に特徴づけられるもので

はなくなっている。政治体制の左傾化の潮流とあいまって、南米諸国主導の新しい地域統

合の動きと、よりダイナミックな地域内、地域間関係が生まれつつある。同様に、人とモ

ノの移動もこれまでの地理学的範囲で規定された「ラテンアメリカ」概念を超える様相を

みせている。ラテンアメリカのポップ・カルチャーや芸術運動の他地域への伝播と交差に

も同様の傾向がみられる。

民主化は定着し、域内の国内武力紛争もおおむね解決をみたと解釈されている。だが、

国内の治安問題、特に今日の国境地帯における治安問題は越境する暴力として新たな様相

を呈している。同様に、格差や貧困の問題についても新たな課題に直面している。今世紀

に入ってからのラテンアメリカでは経済危機の 20 年間と比較すれば、マクロ経済は格段に

安定した。しかしその一方、新自由主義に基づいた経済グローバル化が進む中、貧困問題

は社会的格差の拡大と新しい社会的排除を生み、これが新たな抵抗と民衆の社会運動の高

揚につながっている。こうした国別、サブリージョン別の新しい動態を、広くラテンアメ



リカ地域および地域間関係において理解し、さらに各国社会の構造的諸問題との関連性を

明らかにすることが本研究のめざすところである。

２．研究の方法・内容

研究の方法は、主に個別のフィールドワークと資料収集である。現地調査ののちは、イ

ベロアメリカ研究所の機関誌や LAMS シリーズへの執筆、研究所主催のセミナーやシンポジ

ウムでの報告によって成果を還元すると同時に、各所員の教育活動にも反映させる。

今回のポスター・セッションでは、2009 年度から 2012 年度まで現地調査を行った幡谷

の個別研究「グローバル経済開発とローカルな農民・鉱山民組織の運動―コロンビアの事

例研究」と、イベロアメリカ研究所の共同研究の学内外への還元として実施した国際シン

ポジウムの報告を行う。

幡谷のコロンビアの事例研究は、同国の紛争地域における住民の生活と自然環境が、近

年の鉱物資源開発などにおける多国籍開発プロジェクトによってどのような変容をとげた

か、そしてこのようなグローバル経済開発との共存をめざす農民組織・鉱山民組織の活動

が、尊厳ある生活基盤の確保と経済自立化につながる可能性と問題点も合わせて明らかに

することをめざした。1）コロンビアの国家経済開発と多国籍企業進出の実態、2）マグダ

レーナ川中流域とアトラト川中流域の社会経済史、3）両地域における農民組織の形成過

程・活動内容とその特徴・意義の抽出、が主たる調査項目であった。政府関連機関におけ

るデータ収集と事例研究対象地域でのフィールドワーク（参与観察とインタビュー）を行

った。

国際シンポジウムは 5月 31日に京都大学地域研究統合情報センター(CIAS)と共催で開催

した日本ラテンアメリカ学会定期大会プレ企画であり、経済統合を扱った第一部と国内治

安問題を扱った第二部との二部構成で、各部 2 つの基調講演と討論者を配した。

３．研究の成果

幡谷の研究の成果は日本ラテンアメリカ学会（2010 年 6 月、2012 年 6 月）、コロンビアで

の学会農村開発国際シンポジウム（2011 年 4 月）での報告のほか、一部をイベロアメリカ研

究所機関誌『イベロアメリカ研究』（「コロンビアの紛争地域における農民の抵抗運動―農民

保留地（ZRC）の一事例―」第 36 巻第 1 号、2012 年 7 月、33-53 頁）で発表した。

国際シンポジウム「ラテンアメリカの新しい地域動態―経済統合と安全保障」は、イベ

ロアメリカ研究所の共同研究「アジア太平洋時代のラテンアメリカ」に関連する内容で、

メキシコとアンデス諸国の事例を中心に、ポスト覇権段階にはいったラテンアメリカの地

域主義を分析し、アジア太平洋地域において新展開をみせる経済統合をめぐる地域動態と、

安全保障におけるあらたな課題について議論した。幡谷が第一部のコーディネータを務め、

谷が第一部の経済統合に関する 2 つの報告に対して日本との関係も視野に入れて討論を行

った。（議論の概要についてはポスター参照のこと）。イベロアメリカ研究所が日本のラテ

ンアメリカ研究のハブ組織としての機能を発揮した成果発信の好例であるとともに、来年

度の研究所 50 周年を前に発足した共同研究「新しい地域概念を模索するラテンアメリカ」

にも多くの学術的示唆を与えた。FLACSO（ラテンアメリカ社会科学大学院）エクアドル校

をはじめ国内外の学術的ネットワーク拡大にも貢献したことは言うまでもない。


